思いやり予算（おもいやりよさん＝OmoiyariYosan）
日米地位協定24条の原則――米軍基地の維持経費は日本国に負担をかけないで合衆国が負担する。
１978年基地従業員の給与の一部（62億円）などの負担にふみきる。　

　 　　円高ドル安で苦しむアメリカへの「思いやりの立場で（金丸信防衛庁長官）」

1987年　在日米軍駐留経費負担特別協定――給与本体、光熱水道料、訓練移転費用へ　拡大。米軍人・軍属の給与以外の駐留経費は、ほとんどすべてが日本側負担。
負担総額５兆円

予算額は、今や毎年2,000億円、78年以降の負担総額は5兆円を超え、アメリカにとって
「最も気前のいい国」「アメリカ本国に基地を置くより安上がり」。

わが国自身が巨額の財政赤字。　国民生活の予算を次々と削減。「思いやりの相手が違う !!」
政府の財政制度等審議会も「従来どおりの負担の継続は適当ではない」と見直しを求めた。　これを受けて政府も、百数十億円の削減を米側に求めたが拒否され、結局光熱水費を三年間で八億円削減するだけに留まった。
思いやり予算で日本が労務費を負担している職種　2008年国会　　(人)

	カウンターアテンダント
	715  
	劇場業務監督
	6

	コック
	661
	ケーキデコレーター
	5

	バーテンダー
	76
	観光ガイド
	3

	日本語、日本文化教師
	41
	美術･陳列マネージャー
	2

	宴会係･マネージャー
	9
	昆虫学識
	2

	娯楽用ボートオペレーター
	9
	遊覧ボート艇長
	1


「思いやり予算」以外の負担
―――　8年間で３兆円（ローレンス国務次官補明言）　２００６年小泉内閣合意――
「ＳＡＣＯ*関係経費」（米軍基地のたらい回しのための支出）

「米軍再編」の名による米国領グアムでの米軍基地建設費
ライス在日米軍司令官
「本国から遠く離れた場所で、ささやかな娯楽は許してもらえるのでは。他国でも同様にやっている。」と理解を求めている。

日本政府
「米軍の士気や能率の向上には欠かせない福利厚生の一環である。従業員は、

基地周辺住民だから、『雇用の安定にも資する』。」と弁明している。　
高村外相　
「いざという時は米軍の青年に血を流してでも日本を守ってもらわなければならない。日米同盟のコストと理解してほしい。」と強調している。

*　SACO (the subject authority component of the PCC)






